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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
機器で実行されたジョブの一覧情報の表示装置への表示を制御するジョブ情報表示制御装
置であって、
　複数の前記ジョブの一覧情報において前記複数のジョブに対して共通の属性項目を表示
させ、一部の前記属性項目である特定項目について当該特定項目の値を選択肢として含む
選択欄を表示させ、
　前記選択欄における前記値の選択に応じ、当該選択欄に対応する前記特定項目の領域を
拡張し、選択された値に応じた固有の属性項目を当該領域に表示させ、当該選択された値
に係る前記ジョブについて前記固有の属性項目の値を当該領域に表示させるジョブ情報表
示制御装置。
【請求項２】
前記選択された値に係らないジョブについては前記領域を空欄とすることを特徴とする請
求項１記載のジョブ情報表示制御装置。
【請求項３】
前記特定項目について複数の値を含む前記ジョブに関しては、前記選択欄における前記値
の選択に応じ、前記複数の値のそれぞれの値に応じた行を当該ジョブに対して割り当てて
表示させることを特徴とする請求項１又は２記載のジョブ情報表示制御装置。
【請求項４】
前記固有の属性項目の一部の属性項目が複数の値を有する場合、それぞれの値ごとの行を
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一つの前記ジョブに対して割り当てて表示させることを特徴とする請求項１乃至３いずれ
か一項記載のジョブ情報表示制御装置。
【請求項５】
ネットワークを介して接続する複数の機器で実行されたジョブの一覧情報の表示を制御す
ることを特徴とする請求項１乃至４いずれか一項記載のジョブ情報表示制御装置。
【請求項６】
前記特定項目の少なくとも一つは前記ジョブに入力される情報の入力元の種別に関する項
目であり、
　前記選択欄における前記入力元の種別の選択に応じ、前記特定項目の領域を拡張させ、
選択された前記入力元の種別に係るジョブについては当該入力元の種別に応じた属性項目
を拡張された領域に表示させることを特徴とする請求項１乃至５いずれか一項記載のジョ
ブ情報表示制御装置。
【請求項７】
前記入力元の種別は、前記機器において読み取られた情報、前記機器に蓄積されている情
報、前記機器がネットワークを介して受信する情報、印刷データのいずれかを示す種別を
含むことを特徴とする請求項６記載のジョブ情報表示制御装置。
【請求項８】
前記機器において読み取られた情報の属性項目には、原稿ページ数、原稿サイズ、原稿の
主走査方向及び副走査方向における解像度のいずれかを含むことを特徴とする請求項７記
載のジョブ情報表示制御装置。
【請求項９】
前記機器に蓄積されている情報の属性項目は、蓄積ページ数、蓄積文書名のいずれかを含
むことを特徴とする請求項７又は８記載のジョブ情報表示制御装置。
【請求項１０】
前記ネットワークを介して受信する情報の属性項目には、受信ページ数を含むことを特徴
とする請求項７乃至９いずれか一項記載のジョブ情報表示制御装置。
【請求項１１】
前記印刷データの属性項目は、作成ページ数、印刷条件のいずれかを含むことを特徴とす
る請求項７乃至１０いずれか一項記載のジョブ情報表示制御装置。
【請求項１２】
前記特定項目の少なくとも一つは前記ジョブから出力される情報の出力先の種別に関する
項目であり、
　前記選択欄における前記出力先の種別の選択に応じ、前記特定項目の領域を拡張させ、
選択された前記出力先の種別に係るジョブについては当該出力先の種別に応じた属性項目
を拡張された領域に表示させることを特徴とする請求項１乃至１１いずれか一項記載のジ
ョブ情報表示制御装置。
【請求項１３】
前記出力先の種別は、前記機器への蓄積、紙への出力、ネットワークを介した送信のいず
れかを示す種別を含むことを特徴とする請求項１２記載のジョブ情報表示制御装置。
【請求項１４】
前記機器への蓄積の属性項目は、蓄積ページ数、蓄積文書名のいずれかを含むことを特徴
とする請求項１３記載のジョブ情報表示制御装置。
【請求項１５】
前記紙への出力の属性項目は、印刷ページ数、印刷面、カラーモードのいずれかを含むこ
とを特徴とする請求項１３又は１４記載のジョブ情報表示制御装置。
【請求項１６】
前記ネットワークを介した送信の属性項目は、宛先に関する情報、送信種別及び回線種別
、送信枚数のいずれかを含むことを特徴とする請求項１３乃至１５いずれか一項記載のジ
ョブ情報表示制御装置。
【請求項１７】
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前記属性項目のうち、表示対象とする項目を選択させるための画面を前記表示装置に表示
させることを特徴とする請求項１乃至１６いずれか一項記載のジョブ情報表示制御装置。
【請求項１８】
機器で実行されたジョブの一覧情報の表示装置への表示を制御するジョブ情報表示制御シ
ステムであって、
　複数の前記ジョブの一覧情報において前記複数のジョブに対して共通の属性項目を表示
させ、一部の前記属性項目である特定項目について当該属性項目の値を選択肢として含む
選択欄を表示させ、
　前記選択欄における前記値の選択に応じ、当該選択欄に対応する前記特定項目の領域を
拡張し、選択された値に応じた固有の属性項目を当該領域に表示させ、当該選択された値
に係る前記ジョブについて前記固有の属性項目の値を当該領域に表示させるジョブ情報表
示制御システム。
【請求項１９】
機器で実行されたジョブの一覧情報の表示装置への表示を制御するジョブ情報表示制御装
置におけるジョブ情報表示制御方法であって、
　複数の前記ジョブの一覧情報において前記複数のジョブに対して共通の属性項目を表示
させ、一部の前記属性項目である特定項目について当該属性項目の値を選択肢として含む
選択欄を表示させ、
　前記選択欄における前記値の選択に応じ、当該選択欄に対応する前記特定項目の領域を
拡張し、選択された値に応じた固有の属性項目を当該領域に表示させ、当該選択された値
に係る前記ジョブについて前記固有の属性項目の値を当該領域に表示させるジョブ情報表
示制御方法。
【請求項２０】
機器で実行されたジョブの一覧情報の表示装置への表示の制御をコンピュータに実行させ
るジョブ情報表示制御プログラムであって、
　複数の前記ジョブの一覧情報において前記複数のジョブに対して共通の属性項目を表示
させ、一部の前記属性項目である特定項目について当該属性項目の値を選択肢として含む
選択欄を表示させ、
　前記選択欄における前記値の選択に応じ、当該選択欄に対応する前記特定項目の領域を
拡張し、選択された値に応じた固有の属性項目を当該領域に表示させ、当該選択された値
に係る前記ジョブについて前記固有の属性項目の値を当該領域に表示させるジョブ情報表
示制御プログラム。
【請求項２１】
請求項２０記載のジョブ情報表示制御プログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な
記録媒体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ジョブ情報表示制御装置、ジョブ情報表示制御システム、ジョブ情報表示制
御方法、ジョブ情報表示制御プログラム及び記録媒体に関し、特に機器で実行されたジョ
ブの一覧情報の表示装置への表示を制御するジョブ情報表示制御装置、ジョブ情報表示制
御システム、ジョブ情報表示制御方法、ジョブ情報表示制御プログラム及び記録媒体に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ネットワーク機器においてもコンピュータと同様の情報処理能力が実装され、各
種プログラムによってその機能が実現されている。例えば、コピー、プリンタ、スキャナ
ー、及びＦＡＸ等の機能を一台の筐体で実現する複合機もその一例であり、それぞれの機
能に対応するアプリケーションプログラムが実装されている。
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【０００３】
　ところで、コンピュータにおいて動作するプログラムは、バグの解析や利用状況の把握
による課金等を目的としてログ情報を出力するのが一般的である。かかる事情はネットワ
ーク機器についても同様である。すなわち、ネットワーク機器においても当該機器におい
て発生したジョブに関するログ情報が採取されるようになっている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ログ情報は、採取する項目を増加させればさせるほど、詳細な解析等が
可能となる反面、情報量が膨大となってそのジョブの内容を容易に把握することが困難に
なるという問題がある。
【０００５】
　特に、ログ情報が複数のファイル（ログファイル）やデータベースに分散されて保存さ
れている場合には、それぞれの内容を単にプリントアウトしたり、テキストエディタ等で
表したりしただけでは、その内容を的確に把握することは難しい。
【０００６】
　本発明は、上記の点に鑑みてなされたものであって、機器のジョブ情報を分かり易く表
示させることのできるジョブ情報表示制御装置、ジョブ情報表示制御システム、ジョブ情
報表示制御方法、ジョブ情報表示制御プログラム及び記録媒体の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　そこで上記課題を解決するため、本発明は、機器で実行されたジョブの一覧情報の表示
装置への表示を制御するジョブ情報表示制御装置であって、前記ジョブの一覧情報の表示
項目として当該表示項目の分類に応じて属性項目が異なる特定項目について前記分類を選
択させるための選択欄を表示させ、前記選択欄における前記分類の選択に応じ前記特定項
目の領域を拡張させ、選択された分類に係るジョブについては当該分類に応じた属性項目
を拡張された領域に表示させることを特徴とする。
【０００８】
　このようなジョブ情報表示制御装置では、機器のジョブ情報を分かり易く表示させるこ
とができる。
【０００９】
　また、上記課題を解決するため、本発明は、上記ジョブ情報表示制御装置を有するジョ
ブ情報表示制御システム、上記ジョブ情報表示制御装置におけるジョブ情報表示制御方法
、前記ジョブ情報表示制御方法を前記ジョブ情報表示制御装置に実行させるためのジョブ
情報表示制御プログラム、又は前記ジョブ情報表示制御プログラムを記録した記録媒体と
してもよい。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、機器のジョブ情報を分かり易く表示させることのできるジョブ情報表
示制御装置、ジョブ情報表示制御システム、ジョブ情報表示制御方法、ジョブ情報表示制
御プログラム及び記録媒体を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態を説明する。図１は、本発明の実施の形態に
おけるログ管理システムの構成例を示す図である。
【００１２】
　図１においてログ管理システム１は、ＬＡＮ（Local Area Network）、イントラネット
、又はインターネット等のネットワーク４０（有線又は無線の別は問わない）を介して接
続されたログ管理サーバ１０と、クライアントＰＣ２０と、複合機３０ａ～３０ｅ（以下
、総称する場合「複合機３０」という。）と等より構成されている。
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【００１３】
　ログ管理サーバ１０は、複数の複合機３０より収集されたログ情報を蓄積及び管理する
と共に、ログ情報の表示制御を行うコンピュータである。ここで、ログ情報とは複合機３
０におけるコピーや印刷等の各種ジョブに関するログ情報をいう。なお、ログ情報の収集
方法は、例えばログ管理サーバ１０が定期的に複合機３０よりダウンロードしてもよいし
、複合機３０が随時又は定期的にログ管理サーバ１０にアップロードしてもよい。
【００１４】
　クライアントＰＣ２０は、ログ管理サーバ１０に管理されているログ情報の閲覧用の端
末として用いられる装置である。したがって、クライアントＰＣ２０は、ＰＤＡ（Person
al Digital(Data) Assistants）や携帯電話等によっても代替できる。
【００１５】
　複合機３０は、機器の一例であり、コピー、印刷、スキャナー、ＦＡＸ送受信等の複数
の機能を一台の筐体によって実現する画像形成装置である。複合機３０は、各種の機能に
関するジョブのログ情報を採取する機能を有する。採取されたログ情報は、上述したよう
にログ管理サーバ１０に蓄積される。
【００１６】
　図２は、本発明の実施の形態におけるログ管理サーバ及びクライアントＰＣのハードウ
ェア構成例を示す図である。
【００１７】
　図２に示されるようにログ管理サーバ１０のハードウェア構成としては公知のコンピュ
ータを用いて実現することができる。すなわち、ログ管理サーバ１０は、ＣＰＵ１１，Ｒ
ＯＭ１２，ＲＡＭ１３，ハードディスクドライブ（ＨＤＤ）１４，ネットワークインタフ
ェース（Ｉ／Ｆ）１５、及びドライブ装置１７等を備え、これらがシステムバス１６によ
って接続されている。
【００１８】
　ＣＰＵ１１は、このログ管理サーバ１０全体を制御する制御部であり、ＲＯＭ１２やＨ
ＤＤ１４に格納された各種制御プログラムやアプリケーションプログラムを実行して装置
の制御、通信の制御、データの取得及び編集等の動作を行う。本発明に係る機能もＣＰＵ
１１によってプログラムが実行されることにより実現される。
【００１９】
　ＲＯＭ１２は、主に装置の制御プログラムを記憶する記憶手段であり、ＲＡＭ１３は、
ＣＰＵ１１のワークメモリや一時的なデータの記憶に用いる記憶手段である。
【００２０】
　ＨＤＤ１４は、各種アプリケーションプログラムやデータを記憶する記憶手段であり、
複合機３０より収集されるログ情報もＨＤＤ１４に保存される。
【００２１】
　ネットワークＩ／Ｆ１５は、ログ管理サーバ１０をネットワーク３０に接続するための
インタフェースである。
【００２２】
　ドライブ装置１７は、本発明の機能を実行するプログラムが記録されたＣＤ－ＲＯＭ等
の記録媒体１８を読み取るための装置である。
【００２３】
　なお、図２のログ管理サーバ１０には操作部（入力装置）や表示部（表示装置）を示し
ていないが、キーボードやマウス等による入力装置や、液晶やブラウン管（ＣＲＴ）によ
る表示装置を設け、ユーザーからの入力の受付や動作結果の表示を行うことができるよう
にしてもよい。
【００２４】
　一方、クライアントＰＣ２０についてもハードウェア構成としては公知のコンピュータ
を用いて構成することができる。すなわち、それぞれログ管理サーバ装置１０におけるも
のと同様な機能を有するＣＰＵ２１，ＲＯＭ２２，ＲＡＭ２３，ＨＤＤ２４，及びネット
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ワークＩ／Ｆ２５と、更に表示装置２６及び入力装置２７とを備え、これらがシステムバ
ス２８によって接続されている。
【００２５】
　図３は、本発明の実施の形態におけるログ管理サーバ及びクライアントＰＣの機能構成
例を示す図である。
【００２６】
　図３において、ログ管理サーバ１０は、ｈｔｔｐｄ（HyperText Transfer Protocol Da
emon）１０１、Ｗｅｂページ生成モジュール１０２、ログ情報蓄積部１０３、及び表示項
目設定情報１０４等より構成される。
【００２７】
　ｈｔｔｐｄ１０１は、ログ管理サーバ１０をＷｅｂサーバとして機能させるデーモンプ
ロセスである。すなわち、ｈｔｔｐｄ１０１は、ＨＴＴＰ（HyperText Transfer Protoco
l）リクエストを受信し、当該ＨＴＴＰリクエストに応じたＨＴＴＰレスポンスを返信す
る。
【００２８】
　Ｗｅｂページ生成モジュール１０２は、ｈｔｔｐｄ１０１からの呼び出しに応じ、ＨＴ
ＴＰリクエストにおいて要求された情報をＷｅｂページとして生成するモジュールである
。本実施の形態では、ジョブのログ情報（一覧情報）を表示させるＷｅｂページ（以下「
ジョブ一覧ページ」という。）等を生成する。
【００２９】
　ログ情報蓄積部１０３は、複合機３０より収集されるログ情報を蓄積する。表示項目設
定情報１０４は、ジョブ一覧ページにおいてログ情報の表示項目を特定するための情報で
ある。すなわち、ジョブ一覧ページでは、ログ情報を構成する全ての項目が表示されるの
ではなく、予めユーザーによって選択された項目が表示項目とされる。
【００３０】
　一方、クライアントＰＣ２０は、ジョブ一覧ページ等を表示させるためのＷｅｂブラウ
ザ２０１を有している。Ｗｅｂブラウザ２０１は一般的なＷｅｂブラウザでよい。
【００３１】
　以下、ログ管理システム１の処理手順について説明する。図４は、ログ管理システムの
基本的な処理手順を説明するためのシーケンス図である。
【００３２】
　例えば、Ｗｅｂブラウザ２０１に表示されたログ管理サーバ１０のホームページ等を介
して、ユーザーがジョブ一覧ページの表示を指示すると、Ｗｅｂブラウザ２０１は、ジョ
ブ一覧ページを要求するＨＴＴＰリクエストをｈｔｔｐｄ１０１に送信する（Ｓ１０１）
。
【００３３】
　ＨＴＴＰリクエストを受信したｈｔｔｐｄ１０１は、ジョブ一覧ページの生成をＷｅｂ
ページ生成モジュール１０２に要求する（Ｓ１０２）。Ｗｅｂページ生成モジュール１０
２は、ログ情報蓄積部１０３よりログ情報を読み込む（Ｓ１０３）。Ｗｅｂページ生成モ
ジュール１０２は更に、表示項目設定情報１０４を読み込み（Ｓ１０４）、ログ情報を構
成する項目のうち表示項目設定情報１０４に設定されている項目が表示されるようにジョ
ブ一覧ページを生成する（Ｓ１０５）。生成されたジョブ一覧ページはｈｔｔｐｄ１０１
に出力される（Ｓ１０６）。
【００３４】
　ｈｔｔｐｄ１０１が、ジョブ一覧ページをＨＴＴＰレスポンスに含めてＷｅｂブラウザ
２０１に送信すると（Ｓ１０７）、ジョブ一覧ページはＷｅｂブラウザ２０１によって表
示される（Ｓ１０８）。
【００３５】
　図５は、ジョブ一覧ページの初期状態の表示例を示す図である。図５のジョブ一覧ペー
ジ２１１において、ジョブ一覧２１１１がジョブのログ情報であり、各ジョブについて基
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本属性項目２１１１ａ、ソース種別項目２１１１ｂ、ターゲット種別項目２１１１ｃが表
示される。なお、ここでは、一つのジョブに対して一つの行が割り当てられている。
【００３６】
　基本属性項目２１１１ａは、全てのジョブについて共通の項目であり、図中では、発生
日時、ジョブタイプ、ユーザー表示名称、及び機番が表示されている。
【００３７】
　発生日時は、ジョブが発生した日時である。ジョブタイプは、ジョブの種別を示す。ジ
ョブの種別としては、印刷、コピー蓄積（コピーと同時にハードディスクにコピー画像を
蓄積すること）、スキャナー配信（スキャナーで読み取った画像をネットワークを介して
配信すること）等がある。ユーザー表示名称は、ジョブの実行を指示したユーザーの表示
用の名称である。機番は、ジョブを実行した複合機３０の識別番号である。
【００３８】
　ソース種別項目２１１１ｂは、ジョブのソース種別が表示される項目である。ソース種
別とは、ジョブに対して入力される情報の入力元の種別をいい、例えば、印刷データを示
す「ＰＤＬ（Page Description Language）」や、スキャナーによる読み取り画像を示す
「読み取り」、電話回線やＬＡＮ等によって受信される情報を示す「回線／ＬＡＮ」、複
合機３０のハードディスク等に蓄積されている画像を示す「蓄積」等がある。
【００３９】
　ターゲット種別項目２１１１ｃは、ジョブのターゲット種別が表示される項目である。
ターゲット種別とは、ジョブによって出力される情報の出力先の種別をいい、例えば、複
合機３０への蓄積を示す「蓄積」、ネットワークを介した送信を示す「回線／ＬＡＮ」、
紙への出力を示す「紙出力」等がある。
【００４０】
　ところで、ソース種別及びターゲット種別は、更に詳細な属性項目によって構成される
情報である。しかしながら、その属性項目は、ソース種別及びターゲット種別ごと（分類
ごと）に異なる。したがって、当初より全てのソース種別及びターゲット種別についてそ
の属性項目を表示させたのでは、ソース種別項目２１１１ｂ及びターゲット種別項目２１
１１ｃが非常に煩雑で見難いものとなってしまう。そこで、ジョブ一覧ページ２１１の初
期状態では、ソース種別及びターゲット種別の詳細な属性項目は表示されず、単にその種
別を識別するための文字列のみが表示される。
【００４１】
　ユーザーが、領域２１１１ｂ－１をクリックすると、ジョブ一覧ページ２１１は、詳細
な属性項目を表示させるソース種別を選択させるための選択欄としてドロップダウンリス
トを表示させる。
【００４２】
　図６は、属性項目を表示させるソース種別を選択させるためのドロップダウンリストの
表示例を示す図である。
【００４３】
　図６において、ドロップダウンリスト２１１１ｂ－２の各項目にはソース種別の種別名
が表示されている。ユーザーがいずれかの種別名を選択すると、図４に示したシーケンス
と同様の処理が実行され、新たに生成されたジョブ一覧ページ２１１がＷｅｂブラウザ２
０１に表示される。但し、この際、Ｗｅｂブラウザ２０１からは、ドロップダウンリスト
２１１１ｂ－２において選択されたソース種別についてその属性項目を表示させることを
示す命令がＨＴＴＰリクエストに含まれてｈｔｔｐｄ１０１に送信される（Ｓ１０１）。
したがって、Ｗｅｂページ生成モジュール１０２は、選択されたソース種別の属性項目が
表示されるようにジョブ一覧ページ２１１を生成する（Ｓ１０５）。
【００４４】
　図７は、ソース種別（読み取り）が選択されたときのジョブ一覧ページの表示例を示す
図である。
【００４５】
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　図７のジョブ一覧ページ２１１のジョブ一覧２１１１では、ソース種別項目２１１１ｂ
が拡張され、選択されたソース種別（読み取り）に係るジョブ（例えば、２～５、８～１
１、１４番目のジョブ）については、「読み取り」に応じた又は「読み取り」に固有の属
性項目（原稿ページ数、原稿サイズ、カラーモード、原稿種類）についてその値が表示さ
れている。一方、選択されたソース種別に係らないジョブについては、拡張された属性項
目の欄は空欄となっている。なお、「読み取り」に応じた又は「読み取り」に固有の属性
項目として、原稿の主走査奉公及び副走査方向の解像度等を表示させても良い。
【００４６】
　また、図８は、ソース種別（ＰＤＬ）が選択されたときのジョブ一覧ページの表示例を
示す図である。
【００４７】
　図８のジョブ一覧ページ２１１のジョブ一覧２１１１では、ソース種別項目２１１１ｂ
が拡張され、選択されたソース種別（ＰＤＬ）に係るジョブ（例えば、１、６，７、１２
、１３番目のジョブ）については、「ＰＤＬ」に応じた又は「ＰＤＬ」に固有の属性項目
（作成ページ数、プリント文書名、ログイン名、コンピュータ名）についてその値が表示
されている。一方、選択されたソース種別に係らないジョブについては、拡張された属性
項目の欄は空欄となっている。なお「ＰＤＬ」に応じた又は「ＰＤＬ」に固有の属性項目
として、印刷条件に関する情報を表示させても良い。
【００４８】
　また、便宜上図示は省略するが「蓄積」や「回線／ＬＡＮ」が選択された場合もそれら
に応じた又はそれらに固有の属性項目がソース種別項目２１１１ｂに表示される。例えば
、「蓄積」が選択されると、蓄積ページ数、蓄積文書名等が属性項目として表示される。
また、「回線／ＬＡＮ」が選択されると、受信ページ数等が表示される。
【００４９】
　なお、図７及び図８のいずれにおいても基本属性項目２１１１ａ及びターゲット種別項
目２１１１ｃは、ソース種別項目２１１１ｂの拡張の影響を受けず、表示状態は以前のま
まである。
【００５０】
　また、図５においてユーザーが、領域２１１１ｃ－１をクリックすると、ジョブ一覧ペ
ージ２１１は、詳細な属性項目を表示させるターゲット種別を選択させるための選択欄と
してドロップダウンリストを表示させる。
【００５１】
　図９は、属性項目を表示させるターゲット種別を選択させるためのドロップダウンリス
トの表示例を示す図である。
【００５２】
　図９において、ドロップダウンリスト２１１１ｃ－２の各項目にはターゲット種別の種
別名が表示されている。ユーザーがいずれかの種別名を選択すると、図４に示したシーケ
ンスと同様の処理が実行され、新たに生成されたジョブ一覧ページ２１１がＷｅｂブラウ
ザ２０１に表示される。但し、この際、Ｗｅｂブラウザ２０１からは、ドロップダウンリ
スト２１１１ｃ－２において選択されたターゲット種別についてその属性項目を表示させ
ることを示す命令がＨＴＴＰリクエストに含まれてｈｔｔｐｄ１０１に送信される（Ｓ１
０１）。したがって、Ｗｅｂページ生成モジュール１０２は、選択されたターゲット種別
の属性項目が表示されるようにジョブ一覧ページ２１１を生成する（Ｓ１０５）。
【００５３】
　図１０は、ターゲット種別（紙出力）が選択されたときのジョブ一覧ページの表示例を
示す図である。
【００５４】
　図１０のジョブ一覧ページ２１１のジョブ一覧２１１１では、ターゲット種別項目２１
１１ｃが拡張され、選択されたターゲット種別（紙出力）に係るジョブ（ここでは、全て
のジョブ）については、「紙出力」に応じた又は「紙出力」に固有の属性項目（印刷ペー
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ジ数、印刷面、カラーモード、紙種、紙サイズ）についてその値が表示されている。なお
、図１０では、便宜上ターゲット種別が「紙出力」に係るジョブのみが抽出された状態を
表示している。
【００５５】
　ところで、ジョブの中には複数のターゲット種別を含むもの（すなわち、複数の出力先
に情報を出力するジョブ）が存在する。例えば、図５を参照すると、１番目のジョブのタ
ーゲット種別は、「ターゲット（蓄積）／ターゲット（紙出力）」となっている。これは
、出力画像を複合機３０に蓄積しつつ、紙文書として出力するジョブであることを意味す
る。かかるジョブについては、当該ジョブが含むターゲット種別のいずれかが属性項目の
表示対象として選択されると、ターゲット種別ごとに行が割り当てられ、選択されたター
ゲット種別に係る行にその属性項目の値が表示され、他のターゲット種別の属性項目の欄
は空欄となる。
【００５６】
　これは、図１０において視覚的に確認することができる。図１０において１番目のジョ
ブのターゲット種別は、「蓄積」及び「紙出力」を含むが、それぞれについて行ｌ１と行
ｌ２が割り当てられている。ここで、選択されているターゲット種別は「紙出力」である
ため、「紙出力」に係る行ｌ２については「紙出力」に応じた属性項目の値が表示されて
いるが、「蓄積」に係る行ｌ１については属性項目の欄は空欄となっている。他のジョブ
についても同様である。このように、複数のターゲット種別を含む場合であっても、ジョ
ブ一覧ページ２１１は、見易い態様で情報を提供することができる。なお、ここではター
ゲット種別の場合について説明したが、複数のソース種別を含むジョブが存在する場合も
同様に対応すればよい。
【００５７】
　また、図１１は、ターゲット種別（回線／ＬＡＮ）が選択されたときのジョブ一覧ペー
ジの表示例を示す図である。
【００５８】
　図１１のジョブ一覧ページ２１１のジョブ一覧２１１１では、ターゲット種別項目２１
１１ｃが拡張され、選択されたターゲット種別（回線／ＬＡＮ）に係るジョブについては
、「回線／ＬＡＮ」に応じた又は「回線／ＬＡＮ」に固有の属性項目（あて先、送信種別
、回線種別、送信枚数）についてその値が表示されている。一方、選択されたターゲット
種別に係らないジョブについては、拡張された属性項目の欄は空欄となっている。
【００５９】
　ところで、ターゲット種別が「回線／ＬＡＮ」の場合、ジョブによってはあて先に複数
の値を含むもの（すなわち、複数のあて先に同時に送信を行うジョブ）がある。例えば、
図１１において４番目のジョブが複数のあて先に送信を行ったジョブに該当する。かかる
ジョブについては、それぞれのあて先ごとに行（例えば、行ｌ３及びｌ４）が割り当てら
れて表示される。このように、属性項目の所定の項目が複数の値を有する場合であっても
、ジョブ一覧ページ２１１は、見易い態様で情報を提供することができる。
【００６０】
　また、便宜上図示は省略するが「蓄積」が選択された場合も「蓄積」に応じた又は「蓄
積」に固有の属性項目がターゲット種別項目２１１１ｃに表示される。例えば、「蓄積」
が選択されると、蓄積ページ数、蓄積文書名等が属性項目として表示される。
【００６１】
　なお、図１０及び図１１のいずれにおいても基本属性項目２１１１ａ及びソース種別項
目２１１１ｂは、ターゲット種別項目２１１１ｃの拡張の影響を受けず、表示状態は以前
のままである。
【００６２】
　ところで、上述したように、ジョブ一覧ページ２１１のジョブ一覧２１１１には、必ず
しもログ情報として採取されている全ての項目ではなく表示項目設定情報１０４に表示項
目として設定された項目のみが表示される。しかし、ユーザーが閲覧中により詳細な情報
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を確認したくなる場合も考慮して、ジョブ一覧ページ２１１１には、ジョブごとに詳細情
報表示アイコン２１１１ｄが設けられている（図５参照）。
【００６３】
　すなわち、ユーザーがいずれかのジョブの詳細情報表示アイコン２１１１ｄをクリック
すると、Ｗｅｂブラウザ２０１は、当該ジョブの詳細情報を表示させるＷｅｂページ（以
下「詳細ページ」という。）を要求するＨＴＴＰリクエストをｈｔｔｐｄ１０１に送信す
る。ｈｔｔｐｄ１０１が、Ｗｅｂページ生成モジュール１０２に当該ジョブの詳細ページ
の生成を要求すると、Ｗｅｂページ生成モジュール１０２は、ログ情報蓄積部１０３より
当該ジョブのログ情報を取得し、詳細ページを生成する。生成された詳細ページはｈｔｔ
ｐｄ１０１によってＷｅｂブラウザ２０１に送信され、Ｗｅｂブラウザ２０１によって表
示される。
【００６４】
　図１２は、詳細ページにおける基本属性の詳細情報の表示例を示す図である。
【００６５】
　図１２に示されるように、詳細ページ２１２には、一般タブ２１２１、ソース情報タブ
２１２２及びターゲットタブ２１２３が配置されており、初期状態では一般タブ２１２１
が選択状態となっている。一般タブ２１２１が選択状態となっている場合、詳細ページ２
１２には、基本属性の詳細情報が領域２１２４に表示される。
【００６６】
　また、ソース情報タブ２１２２が選択されると、詳細ページ２１２にはソース種別に関
する詳細情報が表示される。図１３は、詳細ページにおけるソース種別の詳細情報の表示
例を示す図である。
【００６７】
　図１３において領域２１２４にはソース種別の属性項目が詳細に表示されている。
【００６８】
　また、ターゲット情報タブ２１２３が選択されると、詳細ページ２１２にはターゲット
種別に関する詳細情報が表示される。図１４は、詳細ページにおけるターゲット種別の詳
細情報の表示例を示す図である。
【００６９】
　図１４において領域２１２４にはターゲット種別の属性項目が詳細に表示されている。
【００７０】
　次に、ジョブ一覧ページ２１１のジョブ一覧２１１１における表示項目の設定について
説明する。表示項目の設定は、ログ管理サーバ１０のＷｅｂページ生成モジュール１０２
によって生成される表示項目を設定させるためのＷｅｂページ（以下「表示項目設定ペー
ジ」という。）をＷｅｂブラウザ２０１に表示させることで行うことができる。
【００７１】
　図１５は、表示項目設定ページの表示例を示す図である。
【００７２】
　図１５の表示項目設定ページ２１３は、基本属性、ソース種別及びターゲット種別ごと
に表示項目を設定させるように構成されている。
【００７３】
　領域２１３１ａには、基本属性について表示項目として設定されていない項目の一覧が
表示されている。一方、領域２１３１ｂには基本属性について表示項目として設定されて
いる項目の一覧が表示されている。ユーザーは、追加ボタン２１３１ｃと削除ボタン２１
３１ｄとを操作することによって、任意の項目を表示項目としたり、表示項目から削除し
たりすることができる。
【００７４】
　また、領域２１３２ａには、ソース種別（読み取り）について属性項目が表示される際
に表示項目として設定されていない項目の一覧が表示されている。一方、領域２１３２ｂ
にはソース種別（読み取り）について属性項目が表示される際に表示項目として設定され
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ている項目の一覧が表示されている。ユーザーは、追加ボタン２１３２ｃと削除ボタン２
１３２ｄとを操作することによって、任意の項目を表示項目としたり、表示項目から削除
したりすることができる。
【００７５】
　なお、ソース種別（ＰＤＬ）、ターゲット種別（紙出力）、ターゲット種別（蓄積）、
ターゲット種別（回線／ＬＡＮ）等についても同様の操作で表示項目の増減を行うことが
できる。
【００７６】
　ところで、ログ管理サーバ１０のログ情報蓄積部１０３におけるログ情報の構成は、例
えば、以下のようにすればよい。
【００７７】
　図１６は、ログ情報蓄積部の構成例を示す図である。
【００７８】
　図１６において、基本属性テーブル１０３１は、各ジョブの基本属性を蓄積するための
テーブルである。ソース（読み取り）テーブル１０３２は、ソース種別が「読み取り」に
係るジョブについて、「読み取り」に応じた属性項目を蓄積するためのテーブルである。
ソース（ＰＤＬ）テーブル１０３３は、ソース種別が「ＰＤＬ」に係るジョブについて、
「ＰＤＬ」に応じた属性項目を蓄積するためのテーブルである。
【００７９】
　ターゲット（紙出力）テーブル１０３４は、ターゲット種別が「紙出力」に係るジョブ
について、「紙出力」に応じた属性項目を蓄積するためのテーブルである。ターゲット（
蓄積）テーブル１０３５は、ターゲット種別が「蓄積」に係るジョブについて、「蓄積」
に応じた属性項目を蓄積するためのテーブルである。ターゲット（回線／ＬＡＮ）テーブ
ル１０３６は、ターゲット種別が「回線／ＬＡＮ」に係るジョブについて、「回線／ＬＡ
Ｎ」に応じた属性項目を蓄積するためのテーブルである。
【００８０】
　すなわち、基本属性テーブル１０３１には全てのジョブの基本属性が蓄積され、他のテ
ーブルには、それぞれに係るジョブのみの属性項目が蓄積される。なお、基本属性テーブ
ル１０３１と他のテーブルとの関連付けは、各ジョブに付けられたＩＤによって行えばよ
い。
【００８１】
　上述したように、本実施の形態におけるログ管理サーバ１０によれば、ソース種別ごと
又はターゲット種別ごとに属性項目を表示させることができるジョブ一覧ページ２１１を
生成することができる。したがってユーザーにとって見易い態様でログ情報を提供するこ
とができる。
【００８２】
　なお、上記実施の形態においては、ログ管理サーバ１０が複合機３０より収集したログ
情報を閲覧させる例について説明したが、複合機３０自身が直接ログ情報を閲覧させても
よい。かかる場合の構成例について以下に示す。
【００８３】
　図１７は、複合機がログ情報を閲覧させる場合の複合機の機能構成例を示す図である。
【００８４】
　図１７において、複合機３０は、ｈｔｔｐｄ３０１、Ｗｅｂページ生成モジュール３０
２、ログ情報蓄積部３０３及び表示項目設定情報３０４等より構成されている。これらの
構成要素は、図３におけるｈｔｔｐｄ１０１、Ｗｅｂページ生成モジュール１０２、ログ
情報蓄積部１０３又は表示項目設定情報１０４に相当する。すなわち、複合機３０は、ロ
グ管理サーバ１０と同様の情報処理を実行することにより、Ｗｅｂブラウザ２０１にジョ
ブ一覧ページ２１１等を提供するのである。なお、ログ情報蓄積部３０３には、当該複合
機３０において発生したジョブに関するログ情報のみを蓄積してもよいし、他の複合機３
０より収集したログ情報を蓄積してもよい。また、複合機３０が、ネットワークを介した
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Ｗｅｂブラウザ２０１だけでなく、複合機３０の操作パネルにジョブ一覧ページ２１１を
表示させるようにしてもよい。
【００８５】
　以上、本発明の実施例について詳述したが、本発明は係る特定の実施形態に限定される
ものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明の要旨の範囲内において、種々の変形
・変更が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】本発明の実施の形態におけるログ管理システムの構成例を示す図である。
【図２】本発明の実施の形態におけるログ管理サーバ及びクライアントＰＣのハードウェ
ア構成例を示す図である。
【図３】本発明の実施の形態におけるログ管理サーバ及びクライアントＰＣの機能構成例
を示す図である。
【図４】ログ管理システムの基本的な処理手順を説明するためのシーケンス図である。
【図５】ジョブ一覧ページの初期状態の表示例を示す図である。
【図６】属性項目を表示させるソース種別を選択させるためのドロップダウンリストの表
示例を示す図である。
【図７】ソース種別（読み取り）が選択されたときのジョブ一覧ページの表示例を示す図
である。
【図８】ソース種別（ＰＤＬ）が選択されたときのジョブ一覧ページの表示例を示す図で
ある。
【図９】属性項目を表示させるターゲット種別を選択させるためのドロップダウンリスト
の表示例を示す図である。
【図１０】ターゲット種別（紙出力）が選択されたときのジョブ一覧ページの表示例を示
す図である。
【図１１】ターゲット種別（回線／ＬＡＮ）が選択されたときのジョブ一覧ページの表示
例を示す図である。
【図１２】詳細ページにおける基本属性の詳細情報の表示例を示す図である。
【図１３】詳細ページにおけるソース種別の詳細情報の表示例を示す図である。
【図１４】詳細ページにおけるターゲット種別の詳細情報の表示例を示す図である。
【図１５】表示項目設定ページの表示例を示す図である。
【図１６】ログ情報蓄積部の構成例を示す図である。
【図１７】複合機がログ情報を閲覧させる場合の複合機の機能構成例を示す図である。
【符号の説明】
【００８７】
　１　　　　　　ログ管理システム
　１０　　　　　ログ管理サーバ
　１１、２１　　ＣＰＵ
　１２、２２　　ＲＯＭ
　１３、２３　　ＲＡＭ
　１４、２４　　ＨＤＤ
　１５、２５　　ネットワークＩ／Ｆ
　１６、２８　　システムバス
　１７　　　　　ドライブ装置
　１８　　　　　記録媒体
　２０　　　　　クライアントＰＣ
　２６　　　　　表示装置
　２７　　　　　入力装置
　３０、３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄ、３０ｅ　　複合機
　４０　　　　　ネットワーク
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　１０１、３０１　　　　ｈｔｔｐｄ
　１０２、３０２　　　　Ｗｅｂページ生成モジュール
　１０３、３０３　　　　ログ情報蓄積部
　１０４、３０４　　　　表示項目設定情報
　２０１　　　　Ｗｅｂブラウザ
　１０３１　　　基本属性テーブル
　１０３２　　　ソース（読み取り）テーブル
　１０３３　　　ソース（ＰＤＬ）テーブル
　１０３４　　　ターゲット（紙出力）テーブル
　１０３５　　　ターゲット（蓄積）テーブル
　１０３６　　　ターゲット（回線／ＬＡＮ）テーブル

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(15) JP 4625383 B2 2011.2.2

【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１３】 【図１４】
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【図１７】
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